
Version 17 新機能概要



はじめに

• 本資料はRaySheet Version 17（2025年1月15日リリース）の
新機能の概要を説明するものです。



1. 昨対データを参照しながら予算データを入力できるピボットモードの画面を実現

2. ピボットモードの機能改善

3. RaySheetPageの所有者の変更が可能

4. 新規レコード作成時にレコードタイプの選択が可能

5. 基本デザインのUIの改善

6. コンソールアプリケーション内のレコードページに埋め込んだRaySheetの動作改善

7. RaySheetの操作ログを取得（正式版）

8. 「どこでもView」でビューの切替ができるコンポーネントの属性を追加

新機能一覧



ピボットモードの画面でデータを入力しやすくするための機能改善

① 複数オブジェクトのデータを扱う場合でもピボットエリアから新規データを登録できる

② 昨対データを参照しながらデータ入力しやすい画面レイアウトを実現できる

改善項目
1. 昨対データを参照しながら予算データを入力できるピボットモードの画面を実現

昨年度の予算／実績の数値を参照しながら
今年度の予算が入力できる

予算オブジェクト

実績オブジェクト



① 複数オブジェクトのデータを扱う場合でもピボットエリアから新規データを登録できる
ピボットエリアに複数のオブジェクトの項目が混在する場合に新規データを入力できなかった動作を改善

改善項目
1. 昨対データを参照しながら予算データを入力できるピボットモードの画面を実現

複数のオブジェクトのデータを扱っている場合
ピボットエリアで新規レコードを登録できない

Version 16以前

複数のオブジェクトのデータを扱っている場合でも
ピボットエリアから新規レコードを登録できる

Version 17

予算オブジェクト

実績オブジェクト

①選択

②クリック④クリック

③入力

直接ここに新規データを
入力できない

新規レコードは詳細エリアで
登録する必要がある

マウス操作が
頻繁に発生

詳細エリアを使用しなくても
新規レコードの登録が可能

新規データを入力して
レコードを登録することが可能

予算オブジェクト

実績オブジェクト



② 昨対データを参照しながらデータ入力しやすい画面レイアウトを実現できる
「データのないアイテムを表示する」が有効な場合に項目ごとに表示／非表示を設定できるように改善

改善項目
1. 昨対データを参照しながら予算データを入力できるピボットモードの画面を実現

予算と実績を表示している場合に「データのないアイテ
ムを表示する」を有効にすると、今年度に予算と実績の
両方の項目が入力エリアとして表示されてしまう

Version 16以前 Version 17

データのないアイテムを表示する機能において任意の項目
の表示／非表示を設定できる

本年度実績
※入力業務に不要昨対データ

※参考データ

「データのないアイテムを表示する」が
有効な場合に予算／実績の両方を表示する

本年度予算
※入力業務に必要

本年度実績を
非表示に設定

データ入力に適した画面レイアウトを
設定することが可能

項目ごとに非表示
の設定が可能



2. ピボットモードの機能改善
改善項目

① ピボットモードの計算の種類に「一意のデータの個数」を追加
重複しない値の個数を集計することが可能

ユースケース

営業担当者の年度ごとに取り扱った商品数を集計

①

②

③

④

集計されるデータ数は４個
「一意のデータの個数」を
計算の種類に設定することが可能



2. ピボットモードの機能改善
改善項目

② 小計行／小計列を非表示にする設定を追加
小計の表示／非表示を行と列で別々に設定することが可能

小計行／小計列の表示が不要な場合はすべて非表示にするか
空白の行／列を表示する設定しかできない

Version 16以前 Version 17

小計行だけ／小計列だけを非表示に設定できる

行と列の集計を行わないが
小計行／小計列を空白で表示する

小計行および小計列が
すべて非表示になる

• 行と列の集計を行わない設定をした場合

• 小計を表示しない設定をした場合

• 小計行のみを非表示に設定

• 小計列のみを非表示に設定

高度なデザインと値の集計の設定から
小計の表示／非表示を柔軟に設定できる



3. RaySheetPageの所有者の変更が可能
改善項目

RaySheetPage Designerの一覧画面から所有者を変更することが可能

注意点
• 所有者を変更するとRaySheetPageの共有設定が削除されます



4. 新規レコード作成時にレコードタイプの選択が可能
改善項目

新規レコードを新しいウィンドウで追加する場合にレコードタイプを選択できる

• Salesforceの標準画面と同じようにレコードタイプに合わせて新規レコードの作成画面を表示

新しいウィンドウで新規レコードを作成する場合に
レコードタイプを選択できる

Click

「消耗品」を選択

「備品」を選択

それぞれのレコードタイプに割り当てている
ページレイアウトを表示



5. 基本デザインのUIの改善
改善項目

基本デザインのパネルの横幅を変更可能

• 文字数が多い項目名でもすべて表示されるサイズに変更できる

※ 変更したサイズは保持しないためブラウザのページ再読み込みなどを行った場合は基本デザインのパネルの横幅は初期状態に戻ります。

マウスドラッグで
パネル幅を変更可能

見切れていた文字列をすべて表示できる



5. 基本デザインのUIの改善
改善項目

項目列を検索したあとに検索キーを削除したときの動作を改善

• 検索キー削除後の項目のツリーが適切な表示状態になるように改善

検索キー
を入力

ツリーの2階層目が
すべて展開した状態になる

検索キー入力前のツリーの
表示状態に戻る

Version 16以前 Version 17

検索キー削除後の動作

検索キー
を削除



6. コンソールアプリケーション内のレコードページに埋め込んだRaySheetの動作改善
改善項目

RaySheetの参照項目をクリックしたときにレコードをサブタブで開くように改善

• 関連情報をサブタブで開くことで一連の情報を確認しやすい

Click

Version 16以前 Version 17
一連の情報として
タブをまとめて表示

サブタブを開いて表示コンソールタブを開いて表示



7. RaySheetの操作ログを取得（正式版）
新機能

RaySheetにプラットフォームイベント APIを追加

• RaySheetで発生した操作を取得することが可能

• RaySheet上で行われた操作をログに出力することが可能

• RaySheet Version 16でベータ版だった本機能を正式版として提供

※1 プラットフォームイベント APIを利用するにはApexやSalesforceフローなどSalesforceプラットフォームでの開発の知識が必要です。
※2 RaySheetでは外部ストレージサービスなどに操作ログを保存する機能は提供していません。独自に実装が必要になります。

Salesforce

RaySheetで操作
• レコードの取得
• レコードの更新・保存
• データのエクスポート

プラットフォームイベント API

外部のストレージサービスに
RaySheetの操作ログを保存 ※2

利用例
Salesforce開発
RaySheetの操作発生時の処理を
Apex、フロー、Visualforceなど
で実装 ※1

管理者

事故発生時の原因分析、再発防止に活用
• いつ、誰が、何の操作をしたかを把握
• RaySheetで実行したSOQLを把握

csv etc…

外部ストレージサービス



8. 「どこでもView」でビューの切替ができるコンポーネントの属性を追加
改善項目

どこでもViewで次の2つの設定が可能になるコンポーネントの属性を追加

① ビューの切り替えの許可／不許可

② フォルダーパネルの表示／非表示

①

②

②

①

gcss:Spreadsheetコンポーネントに以下の属性を追加
① ビューの切り替えを許可する：AllowSwitchViews
② フォルダパネルを表示する：ShowPane

２つの属性ともにfalseを設定すると①ビューの切り替えボタンと
②フォルダーパネルが非表示になる


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

